
　別紙2

米国における疾病情報（2001年第3四半期）

西ナイルウイルス感染症（WNV）-

　10月1日現在のWNVの状況を別紙3の地図に示す。北アメリカ大陸東部のカナダオンタリオからフロリダまでの広範囲にWNVが発生している。ヒトでの発生例は６州において、30例（1例は致死的）が確認されている。ウマでの発生例は11州において、137例（28例は致死的）が確認されている。2001年になり初めてWNVの発生が報告された州は、以下の13州である：アラバマ、フロリダ、ジョージア、イリノイ、アイオワ、インディアナ、ルイジアナ、メイン、ミシガン、オハイオ、オハイオ、テネシーおよびウイスコンシン。

　1999年および2000年において、野鳥に認められたWNVの大部分は、カラスの死骸に認められたものであった。一方、様々な種の蚊（Aedes，Anopheles，Coquillettidia，Culex，Ochlerotatus，Orthopodomyia，PsorophoraおよびUranotaeniaなど）からも、ウイルスが確認されている。

　8月1日に、アメリカ農務省およびFort　Dodge　Animal　Health社からWNV不活化ワクチンに対する条件付認可が下りたと公表された。

　本疾病に関する最新の情報は、www.aphis.usda.gov/oa/wnv/index.htmlを参照のこと。

東部ウマ脳炎（EEE）-

　8月にミネソタ州とウイスコンシン州において、発生が報告された。両州とも、本疾病の発生は稀な地域である。

繁殖牝馬流産症候群（MRLS）-

　本症候群に関する予防のための勧告および今後の監視体制について、10月下旬に公表される予定である。本症候群に関する最新情報は、http://www.uky.edu/Agriculture/VetScience/mrls/index.htmを参照のこと。
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